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英文解釈必要論
―英文解釈で育むコミュニケーション力 
　～『Viewpoint 英文読解の着眼点 15』シリーズを活用して―

久野　靖洋

１．はじめに
　日本の英語教育がコミュニケーション重視の方向
へ転換するとともに，学校教育現場では「コミュニ
ケーション力＝話す力」と捉えられ，会話偏重と文
法軽視の傾向がみられるようになっている．英文解
釈に関しては必要ないと言われるほど重要視されな
くなっているのである．
　しかし，そもそもコミュニケーションには読むこ
とも書くことも含まれているはずだ．特に近年の
IT 化やコロナ禍の影響で，メールなど文字ベース
でコミュニケーションをとることが主流になりつつ
ある．相手の顔が見えづらい状況では，伝えたいこ
とを的確に書くこと，文章から相手の意図を正確に
読み取り理解することがとても重要になってくる．
杉山（2014）によれば，英語でそのような力を身につ
けるためには，「基礎的な英語の運用能力が身につ
いていることが不可欠」であるという．その基礎力
を養うための手段として，英文解釈は大切な学習方
法の一つであると私は考えるのである．
　また，日本の限られた英語教育の時間の中では，
母語という既にもつ基礎能力を使いながら繰り返し
学ぶことが英語習得には効果的だと考える．その点
においても，英文解釈は有効な学習方法だと言える
のではないだろうか．
　英文解釈の参考書は，１～３文くらいの短文でポ
イントを解説するものが多い．また，単元ごとに
「動名詞」「関係詞」といったテーマが示されている
ものが多く，順序立てて学習するにはとてもわかり
やすい構成になっている．しかし，そのような方法
で学習したにも関わらず，いざ長文を読むとなると
文の構造がよくわからず，意味が取れなくなってし
まう生徒は少なくない．考えられる理由の一つとし
ては，英文法の知識を長文に当てはめることができ
ないということである．長文になると複雑な文構造

になり，文法も複数重なってくるので解釈が難しく
なる．また，短文とは違って，前後の文が解釈に影
響してくることもあるのだ．
　そこで注目した問題集が，竹岡広信先生監修の
『Viewpoint 英文読解の着眼点 15』シリーズ（以下
『Viewpoint』シリーズ）である．この著書は，冒頭
にある英語の長文を読む際に必要とされる基本的な
『型』＝着眼点を確認し，それが実際の英文の中で
どのように使われているか確認できるようになって
いる．長文読解ができるようになるために，長文の
中で英文解釈を行えるような構成にしているのであ
る．授業では本シリーズを使い，英文法と長文読解
の橋渡しとなるような英文解釈の学習指導を行った．

２．『Viewpoint』シリーズがなぜよいのか
　本シリーズをなぜ英語解釈の学習指導で使用する
かと言えば，前述の通り，長文の中で英文解釈を行
えるようにしているからである．以下に，学習指導
においてこのシリーズを採用して具体的によかった
と思う点を挙げる．
①  読解の技法（着眼点）が長文に何度も繰り返し登

場する
　『Viewpoint』シリーズのよい点は，既習の読解
の技法（着眼点）が，あとのレッスンでも繰り返し登
場し，練習できるという点である．多くの英文解釈
の問題集は，「動名詞」「関係詞」といったテーマと
なる文法項目の学習はできても，あとのレッスンで
その項目が出てくることはめったにない．本シリー
ズは多くの着眼点が繰り返し登場するため，学習を
進めることで着眼点が定着し，複雑な構造の文にも
対応できるようになるのである．
②  長文にある読解の技法（着眼点）が解説してある

「文構造を Check ✓」
　解答編の解説にある「文構造を Check✓」では，
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既習の着眼点をビジュアル化された図と端的な文で
解説している．着眼点を復習するのに非常に効果的
である．
③  短めの文章から学習できる
　『Viewpoint』シリーズは Basic（190～ 230語）の
短めの文章から，Standard（240 ～ 270 語），Ad-
vanced（260 ～ 330 語）と，段階的に学習できるよ
うになっている．短めの文章でもまとまりのある内
容になっており，英語が苦手な生徒も興味をもって
取り組めるよう工夫してある．

３．『Viewpoint』シリーズを活用した授業づくり
　本シリーズを効果的に活用するため，授業では以
下のような工夫をしている．
①  単語リストを作成
　『Viewpoint』シリーズでは，本文に出てくる
「覚えておくべき重要語句」については，設問で調
べるようになっている．しかし，英語が苦手な生徒
は「単語を調べるのに時間がかかる」「他にもわか
らない単語がある」といった理由で，本文が読めな
いことがある．この授業に関しては，英文解釈に焦
点を絞って進めたいと考えたので，単語リストをあ
らかじめ作成しておき，その点をフォローできるよ
うにした．もちろん，単語リストがなくても読める
生徒は使う必要はないので，自身の学習レベルに合
わせて選択し進めることができる．
②  英文解釈プリントを作成
　英文解釈プリントとは，解説書にある「文構造を
Check ✓」の英文に下線を引き，英文解釈に集中
して取り組めるよう作成したものである．授業の中
では，下線部分だけを取り出すのではなく，本文全
体の中で解釈するようにし，長文読解につながるよ
うにしている．（① ②とも，付属のデータ CD-
ROMを利用すれば，時間をかけずに作成すること
が可能．）
③  導入
　『Viewpoint』シリーズの長文は，高校生が興味
をもって読める内容のものが多い．しかしながら，
長文読解に苦手意識をもち，なかなか読みたいとい
う意欲がわかない生徒もいる．そこで長文読解に入
るまえに，本文に関連する記事の紹介や YouTube
などの動画視聴を取り入れ，生徒が意欲をもって取
り組めるようにしている．

〈単語リスト〉

番号 行 □ 英語 番号 日本語

1 1 □ everywhere 1 あらゆる場所で

2 2 □ magic 2 魔法

3 4 □ Mexican 3 メキシコの

4 4 □ Italian 4 イタリアの

5 4 □ after 5 ～の次に，に次いで

6 7 □ court 6 裁判所，法廷

7 8 □ tax 7 [名] 税金

8 14 □ tax 8 [動] 税金を課す

9 8 □ import 9 ～を輸入する

10 9 □ importer 10 輸入業者

11 9 □ naturally 11 当然(ながら)

12 9 □ so as not to do 12 ～しないために

13 10 □ all the way 13 はるばる，わざわざ

14 11 □ judge 14 裁判官，判事

15 11 □ specific 15 明確な，はっきりとした

16 〃 □ to be more specific 16 より明確に言えば

17 12 □ more A than B 17 BというよりもむしろA

18 13 □ basis 18 根拠

19 13 □ decision 19 [名] 決定，判決

20 ― □ decide 20 [動] ～を決める，～に判決を下す

21 □ 21

22 □ 22

23 □ 23

24 □ 24

25 □ 25

26 □ 26

27 □ 27

28 □ 28

29 □ 29

30 □ 30

着眼点①　Vocabulary & Idioms

〈英文解釈プリント〉
着眼点① 文構造を 文の構造をとりながら日本語に直そう。

１ Ah, the tomato, so *well-loved by *foodies everywhere!  Today, cooks around the world 
*work their magic with it.  There are more than 4,000 types of tomatoes, and ①there are 
even more ways to eat them.  Without the tomato, you cannot make Mexican *salsa or 
Italian pizza.  After the potato, it is the most popular vegetable in the world.  But wait ― 
is it a vegetable? 
２ You may be thinking, “*Who cares?”  But this question once *came before the highest 
court in the United States.  It happened back in 1893.  ②At that time, there was a tax on 
vegetables brought into the country.  But there was no tax on imported fruit.  ③Naturally, 
importers of tomatoes called them a fruit so as not to pay the tax.  ④Not everyone agreed, 
and the question went all the way to *the Supreme Court.  The judges knew that the tomato 
really is a fruit.  ⑤To be more specific, it is a *berry.  ⑥However, most people thought it a 
vegetable.  ⑦They usually cooked tomatoes more like vegetables than like fruit.  That was 
the basis for the Court’s decision.  The judges said that the tomato should be taxed as a 
vegetable.    

心から愛されている 食通，美食家 ’ 魔法をかける
サルサ 辛いソース だれも気にしない，どうでもいい

最高裁で審議される 最高裁
液果 柔らかく汁液を多く含む果実
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４．『Viewpoint』シリーズを活用した授業の一例
　〈１限目〉
　① 単語リストの発音や意味の確認（３．―①）
　② 着眼点の確認，解説
　③ 導入（３．―③）
　④ 本文を読む
　⑤ 問題を解く
　⑥ 答え合わせ，解説
　〈２限目〉
　① 本文全体読解
　② プリント下線部の英文解釈（３．―②）
　③ ②の解説
　④ 本文全体音読

５．さいごに
　英語の長文読解に近道はない．文法や単語の知識
を習得し，得た知識をもとに一文を正確に読んで理
解し，長文を読み解いていく．この地道な学習が確
実な力につながる．英文解釈は，単語や文法の知識
と長文読解の橋渡しという役割として有効な学習手
段と言えるだろう．また，母語の言語感覚を活かす
ことが日本の英語学習環境には適していることから
も，授業では英文解釈という学習方法をうまく取り
入れていく必要があると考えるのである．
　今，コミュニケーション重視による会話偏重が英
語学力の低下を招いた可能性が高いと言われている．
しかし，コミュニケーション力と言えば読み書き能
力もその一つなのである．現代において読み書きの
重要性が増していることを考えれば，会話か読み書
き，どちらかに偏ることなくバランスの取れた授業
構成に舵を取る必要があるのではないだろうか．そ
もそも会話力を養うためには，読み書きにより培っ
た基礎学力を身につけていることが前提であること
を忘れてはならない．英文解釈はそのような確かな
英語力を養う授業づくりの一助にもなり得ると考え
るのだ．
　日本の学校教育にふさわしい英語学習法として練
り上げられてきた英文解釈法．あらためてその学習
意義と課題を考え，生徒の英語力育成に役立ててい
きたいと考える．
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